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• 労働災害統計

• IT活用事例のススメ

• 年末停止を活用した安全教育プログラム

• 転倒時の体の耐性を高める取り組み

• 年末年始無災害運動



大垣監督署管内における労働災害発生状況（全産業）
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大垣監督署管内における労働災害発生状況 事故の型（全産業）
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災害事例１

発生状況
骨材工場の細石を砕いて砂にする機械の調整作業

を同僚と行った。機械内部のゴムライナーを固定する
ボルトが緩んでいたため、ボルトのナットを締める作業
を外側から、同僚に依頼したのだが、同僚は機械を回
転させる指示を受けたと勘違いし、ボタンを押してしま
い、機械内部にある鋼材の棒に下敷きになり負傷を
負ったもの。機械は4分の1回転したところで止めた。

発生要因の分析
作業指示の誤解

誤った作業指示は事故の主な要因であり、指示の復唱確認が不足していました。

ロックアウト・タグアウト未実施

適切なロックアウト・タグアウトが実施されず、機械の外部操作が可能でした。

インターロック機構の欠如

インターロック機構がなく、機械内部での作業中に外部操作が可能な状態でした。

作業手順の不明確化

作業手順が不明確で、作業許可制度の整備も不十分でした。



6

リスクアセスメントベースでの再発防止対策と労働安全衛生法

排除と代替措置

内部作業不要な設計変更が理想的であり、ゴムライナーの固定
方法の変更も検討する。

工学的対策

ロックアウト・タグアウトの徹底とインターロック機構の導入
が必須です。

管理的対策と個人用保護具

作業許可制度や指示の復唱確認を義務化し、ヘルメットや安全
靴などの着用を徹底します。

危険防止措置義務（該当部分の概略説明）

第１０７条 2 事業者は、前項の規定により機械の
運転を停止したときは、当該機械の起動装置に錠を掛
け、当該機械の起動装置に表示板を取り付ける等同項
の作業に従事する労働者以外の者が当該機械を運転す
ることを防止するための措置を講じなければならない。

安全衛生教育義務（該当部分の概略説明）

第59条 雇い入れ時の教育義務。次の事項のうち当該
労働者が従事する業務に関する安全又は衛生のため必
要な事項。 一 機械等の危険性又は有害性及びこれ
らの取扱い方法に関すること。二 安全装置又は保護
具の性能及びこれらの取扱い方法に関すること。三
作業手順に関すること。四 作業開始時の点検に関す
ること。

インターロック機構導入
危険回避のためインターロック機構を導入して作業の安全性を高
めます。
ロックアウト・タグアウト制度
設備の誤作動防止にロックアウト・タグアウト制度を徹底します。
作業手順と指示の標準化
作業手順書の整備と指示系統の標準化でミスを減らします。
安全教育と許可制度
安全教育を強化し、作業許可制度で危険作業の管理を徹底します。



7厚生労働省「ITを活用した新しい安全衛生管理手法のすすめ方」より
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年末停止を活用した安全教育プログラムのススメ

心理的ハードルの高さは現場でよく見られる課題で、非常停止
ボタンを押すことに「ラインを止める＝大きな損失」という意識
が強く、緊急時にためらう原因になります。
そのため、年末の計画停止は「安全のために止めることは正しい」

という文化を体験的に学ぶ絶好の機会です。

なぜ効果的か？

実際に停止操作を体験できる→ 「押しても大丈夫」「再起動できる」という安心感を得る。
停止の手順・影響範囲を理解できる→ どこまで止まるのか、どの工程に影響するのかを実
際に確認。緊急時の判断力を養う→ 「迷ったら止める」行動を心理的に定着させる。具体
的な教育アイデア非常停止ボタン操作訓練実際に押してみる。

押した後の復旧手順も体験。「押すべき状況」を事例で学ぶ。ライン停止の影響範囲を
見える化停止後に「どの機械が止まるか」を現場で確認。フローチャートや図で説明。

心理的安全性を高めるメッセージ「安全のために止めることは評価される」ことを明確
に伝える。管理職からのメッセージ動画や掲示。

さらに効果を高めるには訓練後に「押してよかった体験談」を共有。来年の安全目標
に「非常停止のためらいゼロ」を設定。
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年末停止を活用した安全教育プログラム（非常停止の役割と判断基準）

非常停止の重要性
過去の事故事例で非常停止の遅れが重大事故に繋がったことを具体的に示します。

判断基準の明確化
どんな状況で非常停止を行うべきかを示すチェックリストを提示し、判断を整理します。

復旧手順の概要
非常停止後の復旧手順を説明し、停止後の対応をスムーズに行えるようにします。

緊急判断力の育成
受講者がためらわずに非常停止を行う判断力を身につけ、安全文化の定着を促進します。



災害事例２

発生状況

高齢男性事務員が箱に入った不要物を運搬し
ていて、廊下から倉庫に入ろうとした際に潰れ
たダンボールで足が滑り、頭部を強打した。潰
れたダンボールを床に放置しており、足元の視
認性が低下し、滑りやすい状態を作っていた。

頭蓋骨骨折・急性硬膜下血腫、休業10か月見
込

災害発生要因

荷物を両手で抱えていてバランスを崩した際に手が使えず、転倒時の防御が困難。

倉庫入口付近のスペースが狭い足場の確保が不十分で、危険箇所を避ける余裕が
ない。

ヘルメットによる頭部保護がなく、転倒時に重大な怪我につながるリスク。
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転倒時の体の耐性を高める取り組み

1. バランス能力の強化
片足立ちトレーニング：1日30秒×左右3セット。転倒
時の踏ん張り力を向上。
スクワット：下半身の筋力を強化し、安定性を高める。
バランスボードやヨガ：体幹を鍛え、姿勢制御能力を
改善。

2. 筋力・柔軟性の向上
太もも・ふくらはぎの筋トレ：階段昇降やカーフレイ
ズで下肢筋力を強化。
ストレッチ：股関節・膝・足首の柔軟性を保ち、転倒
時の衝撃を分散。

3. 骨密度の維持
ウォーキングや軽いジョギング：骨に適度な負荷をか
け、骨強度を維持。
カルシウム・ビタミンD摂取：食事や日光浴で骨の健
康をサポート。

4. 転倒時の防御反応を学ぶ
安全な転び方の練習（柔道の受け身に近い動作）：手
をつかず、腕と肩で衝撃を分散。
頭を守る姿勢を習得。
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